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本論文の目的は､北米市場における日本産マンガ出版の事例分析を通じて､グローバル ･マーケテイング

が直面する文化障壁について考察することにある｡筆者自ら作成した書誌データベースなどを活用した事例

分析によれば､大衆的な文化製品を輸出する際には､進出先市場で共有されている文化規範と､輸出される

文化製品に対応する進出先の文化製品に関するステレオタイプという2つの障壁に直面する｡本論文は､大

衆文化製品に与えられたスティグマがゆえに生まれたこうした文化障壁を克服するためのマーケテイング努

力を､ゴフマンのスティグマ管理という概念を通じて解釈する｡
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1.はじめに

本論文の目的は､北米市場における日本産

マンガ(以下､マンガ)出版の事例分析 を通

じて､グローバル ･マーケテ イングが直面

する文化障壁について考察することにある｡

この研究の背景 となるのは､｢クール ･ジャ

パ ン｣ というキーワー ドである｡2000年代

以降､中央官庁が相次いで日本のポップカル

チャーを経済振興や文化外交に活用 しよう

とする動きが活発に見 られる(松井 2010b)0

例 えば経済産業省はヨーロッパへのコンテ

ンツ輸出やアジアへのファッションの輸出

を振興 し､外務省は ｢カワイイ大使｣や ｢ア

ニメ文化大使｣ を任命 して文化外交に活用

し､観光庁は外国人観光客向けにアニメの舞

台となった土地を訪問するための ｢聖地巡

礼｣用の地図を作成 している｡こうした大衆
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的な文化製品を中央官庁がその政策におい

て採 り上げることは､かつては考えられない

ことであった｡ しかしながら､その ｢世界的

人気｣を目の当たりにして､閉塞感が漂 う日

本の将来をここに見出そうとする動きは､官

界のみならず産業界､大学などにも見られる

(松井 2010b)0

マンガは日本で独 自の発展 を遂げた文化

製品であるため､北米での商業出版は成功 し

ないと考えられてきた｡例えば､手塚治虫作

品などの翻訳で著名な翻訳家フレドリック ･

ショットは､北米初のマンガ啓蒙書 rManga!

Manga!』において､｢文化的に隔離 されてき

たことで 日本は豊穣なコ ミック文化を発展

させてきたものの､この文化的隔離自体が

他の国々の人々が日本のコ ミックを理解す

る-そして楽 しむ- ことを難 しくしている｣



と述べている (Schodt1983,p.153)｡こう

した懸念にもかかわ らず､2002年に6,000

万 ドルあった北米のマンガの市場規模は､

2007年までに2億 1,000万 ドルにまで急成

長 した｡それは自然発生的に起こったことは

ない｡ショットが指摘したような障害を越え

るために北米のマンガ出版社は様々な努力

を払ってきたのである｡

文化製品(culturalproduct)､ とりわけ大

衆的な文化製品の輸出には､通常の製品に

はない難しさがあると考えられる(cf.Hirsch

1972)｡具体的には､2つの障害があると考

えられる｡ひとつは､進出先市場で共有され

ている文化規範である｡ もうひとつの障害

は､輸出される文化製品に対応する進出先

の文化製品に関するステレオタイプである｡

以上の 2つの障害を克服することは､ア-

ヴイン･ゴフマンが言うところのスティグマ

(stigma)を回避することである､というのが

本論文の基本的なアイディアである｡

この事例分析では3種類のデータを活用

してい る｡第 1に､『Manga:TheComplete

Guide』(Thompson2007)か ら作成 したマ

ンガ書誌 データベースである(cf.,Matsui

2009a,b;松井 2009,2010)1｡本書は､出版時

点(2007年はじめ)で入手可能なすべての英

訳マンガの書誌情報を収めてある｡具体的に

は出版社､出版年､巻数､ジャンル､年齢レー

ティング､性や暴力表現などいかがわしい内

容(objectionablecontent)といった様々な属

性が記述されている｡分析期間は 1980年か

ら2006年であり､総作品数は 1,058作品で

ある｡第 2に､主要なアニメ ･コンベンショ

ンを訪問した｡ニューヨーク､パルチモア､

ロサンジェルス､ニュージャージーのコン

ベンションに参加 した2｡第 3に､主要なマ

ンガ出版社(ビズメディア､ トウキョウポッ

プ､デルレイ､講談社 USA､ヴァ-ティカル､

エンプレス)の経営者や編集者､ベテラン ･

マンガ翻訳者､書店へのインタビューを行っ

ている｡これ らデータ収集は､筆者の米国

での在外研究中(2007年 8月～2009年 3月)

および 2009年 8月､2011年 3月､2011年

9月に行われた｡

本論文の構成は次の通りである｡まず第 2

節では北米マンガ市場の概要について解説

する｡第 3節では､スティグマと大衆文化

製品の関係について検討する｡第 4節では､

北米のマンガ業界が直面 してきた 2つのス

ティグマをめぐる障壁について具体的に説

明する｡第 5節では､こうした障壁に現地

出版社がどのように対処 してきたのかをス

ティグマ管理(stigmamanagement)という観

点から明らかにする｡第 6節にて結論を述

べる｡

2.北米マンガ市場の概要

アメ リカで出版 された最初のマ ンガは

1980-82年頃に出版 された 『Manga』とい

う88ページのアンソロジーであるとされて

いる(Thompson2007,p.203)｡1970年代か

ら1980年代初めには､反戦運動の一環で 『は

だしのゲン』が英訳 されるといった試みは

あったものの､英語圏の読者の興味を引 く

ものではなかったという(Rifas2004;Schodt

1983)｡マンガへの興味は 1980年代に一部

の限 られたフアンにおいて広 まっていたも

のの､商業的なマンガ出版が行われるのは､

現在に至るまで業界 1位の地位にあるビズ

メデ ィア(VizMedia)が事業 を始めた 1987

年まで待たなくてはならなかった｡

図 1に示 したように､北アメリカのマン

ガ市場は､2002年か ら2007年の 5年間で

6,000万 ドルから2億 1,000万 ドルまで成長

した｡ しか し2008年以降は市場が縮小 し､

2009年では1億 4,000万 ドルと2004年頃の
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規模にまでなっている (松井 2010C)｡この

ように近年マンガ市場は縮小傾向にあるが､

2002年から2007年にかけての市場成長にお

いては､新規参入が盛んに行われた｡.図 2は､

2006年までの各年においてマンガを出版 し

た企業数を示 したものである｡これは上述

のマンガ書誌データベースに基づ くもので

ある｡2006年までビズメディアは220作品､
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2000年代前半の市場成長に大きく貢献 した

当時業界 2位 トウキ ョウポップ(Tokyopop)

は229作品を刊行してきた 3｡

2007年までのマンガ市場の成長過程にお

いては､現地出版社がさまざまな文化障壁に

直面 してきた｡このプロセスを理解する上で

スティグマという概念を活用する意義を､次

の節で検討する｡
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年出所:IC

v2図 1:北米マンガ小売市場規模〆 ず ♂ ♂ ♂ 〆 ず ♂ ♂ ♂ 〆 ず ♂ TOSP耳 ♂ ぜ ダ ♂



3.スティグマと大衆文化製品

スティグマとは､身体障害者や娼婦といっ

たある種の人物に対 して付与 された否定的

なイメージであり､身体的欠陥とか体を売

るといった属性を有する人物に対 して与え

られた格印が差別や排除を生み出すことを

指している(Goffman1963)｡社会では､人々

をなんらかのカテゴリーに区分する際に､そ

れらの人々に備わっている属性が用いられ

ることがある｡スティグマが生み出される

属性は､具体的には､(1)肉体の醜悪さ､(2)

個人の性格上の欠点､(3)人種､民族､宗教

など集団に帰属されるものがある｡

ただしゴフマンはこうした属性を有する

ことがスティグマの直接的な原因であると

いう単純な想定はしていない｡例えば社会的

地位が低い職業に就いている者にとっては､

大学卒という自分の属性はかえって隠すべ

きものである｡なぜならば､その属性は ｢失

敗者｣というスティグマを与えるからであ

る｡あるいは､かつての日本社会では､離婚

すなわち結婚生活の失敗(属性)を経験 した

者は､｢一人前｣の大人として失格であると

いう熔印が与えられた｡しかしその後 ｢バ ツ

イチ｣というコトバが普及する中､現在では

離婚に対する否定的なイメージは和 らいで

いる｡このようにある属性は､スティグマに

なる場合もあるし､ならない場合もある｡ま

た時代によって変わりうることもある｡すな

わちスティグマは社会的に構築 されたもの

であり､｢属性とステレオタイプの間の特殊

な関係｣である(Go任man1963,p.4).

ゴフマンが 1960年代にスティグマという

概念を提示 して以来､心理学､社会学､文化

人類学､政治科学､社会地理学など多様な学

問分野において多数の研究が行われてきた｡

排尿障害､らい病､ガン､精神病といった病

から､失業､借金､生活保護､レズビアンの

母親 といった問題まで､スティグマが発生

した多種多様の現象が分析されてきた(Link

andPhelan2001)4｡

ゴフマンの観察によれば､スティグマを

有する人々は一般人(thenormals)と接触す

る際に､董恥心や自身への強い嫌悪を感 じ､

防御的で萎縮した反応をとることがある｡し

たがってこうした状況を避けるために､彼ら

は､｢スティグマ管理｣(stigmamanagement)

を行う｡例えば､盲人がサングラスをかける

ように､スティグマの証となる外見的特徴や

個人情報となるものを隠すことなどである｡

これが文化製品やその消費者にも見 られ

ることを指摘したのが､アメコミに対して付

与 されたスティグマに関する歴史について

調査したポール ･ロペスである(Lopes2006;

2009)｡彼 によれば､ ジャズ(Lopes,2002;

2005)やアメコミのような大衆文化製品や

その創作者や消費者に対 してスティグマが

付与 されることがあるという｡ 日本におい

ても､｢オタクやその文化が被差別的な存在｣

(森川 2003,p.33)であること､すなわち ｢オ

タク｣と呼ばれる人々やその消費対象が強

力なスティグマを有することはよく知 られ

ている5｡スティグマが与えられると､その

社会的評価は低下 し､様々な干渉を受ける

ことになる｡こうした干渉を避けるためス

ティグマ管理が行われると言う｡ロペスは､

これに対する防御として規制を行 うとか対

抗する ｢理屈｣(theory)をつ くるといった

｢スティグマ管理｣が行われたり､さらには､

こうしたスティグマや管理自体がポップカ

ルチャーの発展に対 して影響を与えたりす

ることを指摘 している(Lopes2006)｡アメ

コミの例で言えば､以下で説明するように､

1950年代に有害図書として社会的な批判を

浴びた業界が自主規制を行うようになった｡

同様に北米市場にマンガを定着 させる際に
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も様々なスティグマ管理が行われてきた｡

大衆文化に関する研究では､スティグマ

の問題が数多く取 り上げられてきた｡例 え

ばJensen(2001)は､大衆文化のフアンダム

(熱心なファンによって形成 されたサブカル

チャー)を構成する人々の社会的アイデ ン

ティティがいかにして傷つけられ､彼 らの

行動が病的であると特徴づけられているの

かを指摘 している｡こうしたフアンダムに

着目した研究は多数ある(Bacon-Smith1992,

2000;HarringtonandBielby1995,Hills

2002;Jenkins1992;Pustz1999)｡あるいは

ソープオペラ(いわゆる｢昼メロ｣)(Brunsdon

2000) や テ レビの トークシ ョー(Gamson

1998;Grindstaf〔2002)に与えられたスティ

グマに関する研究や､ハ-クレインなど恋愛

小説の女性愛読者が行 うスティグマ管理に

ついての研究(Radway1984)などがある｡

スティグマが属性 とステレオタイプの間

に見 られる特殊な関係である､というゴフ

マンの指摘は､大衆文化製品について与え

られたスティグマについても言えるだろう｡

以下で述べるように日本では許容 されてい

る性暴力表現はアメリカでは認められない

ことが多い｡こうした文化的な規範は､属性

(裸や暴力)とステレオタイプ(子どもが見る

べきではない ｢いかがわしい｣ もの)の間に

社会的に構築 された結びつ きである｡以上

の既存研究は､ある文化圏で発達 した大衆

文化製品に着目したものがほとんどである｡

若干の例外(Allison2006;Craneetal.2006;

Iwabuchi2002;LashandLury2007)を除け

ば､国境を越えて大衆文化製品が普及すると

いう現象に着目した研究､さらにはそこに発

生するスティグマにまつわる問題について

取り上げた研究は見あたらない｡ここに本論

文の意義を兄いだすことができると思われ

る｡

4.スティグマがもたらす2つの文化障壁

上述のように､大衆製品に与えられたス

ティグマがゆえにグローバル ･マ-ケティン

グが直面する文化障壁は2つあると考えら

れる｡第 1に､進出先市場で共有 されてい

る文化規範､第 2に､輸出される文化製品

に対応する進出先の文化製品に関するステ

レオタイプである｡マンガの北米進出におい

ては､前者がより大きな問題であり続けた｡

4.1進出先市場で共有されている文化規範

第 1に､進出先の文化規範に抵触するマー

ケテイングを行 うことで社会的に大 きな批

判を浴びることがある｡マンガの北米進出に

関しては､数多くの事例を挙げることができ

るが､ここでは5つの例を示す｡

こうした問題 は商業出版が始 まる前か

ら生 じていた｡例 えば 1980年代はじめに

｢EduComics｣ と銘打って反戦教育の一環で

英訳された 『はだしのゲン』(中沢啓治作)は

大きな批判を浴びた(Rifas2004)｡なぜなら

ば ドメスティック ･バイオレンスがこの作

品に描かれていたからである｡｢EduComics｣

を経営 していたレオナル ド･ライプアによれ

ば､当時､ ドメスティック ･バイオレンスが

ちょうどアメリカにおいて社会問題として

注目を浴びつつあったのだという6｡

あるいは､セブン･シーズ ･エンターテイ

メント(SevenSeasEntertainment)は 『こど

ものじかん』 (私屋カヲル作)の出版を2007

年に断念 した｡ というのも同作品のス トー

リーは小学生の教員に対する恋心をとりあ

げたものだったからである(ICv22007)｡こ

うした内容がアメリカの道徳規範にそぐわ

ないことは誰の目から見ても明らかなはず

であるが､こうした問題が生じた背景には競

合他社の増加 (図 2)で日本の出版社から人気

作品の版権 を得ることが困難になってきて
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いるという事実がある｡アメリカのマンガ出

版社は作品がまだ週刊誌で連載 されており

単行本にまとまっていない段階から､版権を

とるための交渉を始める｡つまり将来出版さ

れる巻の内容について交渉時点で確認でき

ないのである(DeAngelis2007)0

北米のマンガ市場の 1割から2割は図書

館である｡このこともまた問題を引き起こし

ている｡例えば､フロリダ州オレンジ郡図書

館所蔵の 『ピーチガール』(上田美和作)とい

う作品が地元図書館分館のヤングアダル ト

コレクションの棚にあり､11歳の子どもに

貸し出された｡家に持ち帰ったマンガを親が

見て､ ドラッグやセックスのシーンがあるコ

ミックを見て驚博して､それが地元のテレビ

ニュースで報道 されるということも起 こっ

ている｡

またボーイズラブのマンガに関してもコ

ンフリク トが起きている｡この分野で著名

なヤオイ ･プレス(YaoiPress)が出したオリ

ジナルの塗 り絵本の印刷を印刷会社が拒否

したのである(ICv22009)｡これはコンベン

ション(AnimeExpoとOtakon)で売られるた

めに作られたもので､ほとんど同人誌即売に

近いものである｡ したがってISBNも振 ら

れていない｡それにもかかわらず印刷拒否さ

れたという｡

もっとも顕著なケースが､ハ ンドリー事

件である｡アイオワ州在住クリス トファー ･

ハ ン ドリー宛に日本から届いた郵送物 を､

2006年 5月にアメリカ移民税関執行局が押

収した｡郵便物には､未成年の性的虐待の視

覚的表現を含む書籍､特に未成年の少女が成

人男性や動物に性的に虐待 されている様子

を描いた日本のマンガが含まれていたとい

う｡ハンドリーの弁護士によると､彼自身は

マンガのコレクターであるが､特に未成年を

扱ったポルノの愛好者ではなく､問題となっ

た本は1,200冊所有 していたうちの数冊だっ

たという(椎名 2009)0

4.2輸出される文化製品に対応する進出先

の文化製品に関するステレオタイプ

以上が進出先市場で共有 されている文化

規範である｡もうひとつの文化障壁は､輸出

される文化製品に対応する進出先の文化製

品に関するステレオタイプである｡マンガの

対応物であるアメリカン･コミックス(以下､

アメコミ)は ｢男の子｣向けの子供 じみたエ

ンターテイメントというステレオタイプが

ある(Lopes2009)｡これは､アメコミの市

場が 『スーパーマン』や 『スパイダーマン』

といったスーパーヒーローものが売 り上げ

の多くを占めるからである｡かつては大人向

けなど多様なジャンルがあったアメコミは､

1950年代に有害図書として社会的な批判を

浴びた業界が自主規制をひくことで､スー

パ-ヒーローものに収赦していった｡もっと

も現在では ｢グラフィック ･ノベル｣と呼ば

れる大人の読者を対象としたより文学的な

コミックスの市場があるものの､日本におけ

るマンガと比較すると､アメコミは少年やか

って少年だった人々が読む比較的限定的な

メディアであり続けている｡流通経路がコ

ミックス専門店に限定されていたため､一般

の人々の目に触れる機会が少なかったこと

もこうしたステレオタイプを助長 している｡

これが､少女マンガや青年マンガ､女性マン

ガなど多様な読者層を持つマンガという文

化製品の普及の阻害要因となってきた｡実

際､1990年代までの少女マンガ作品や青年

向けマンガ雑誌出版の試みはことごとく失

敗に終わっている｡

これには歴史的な経緯がある｡アメリカで

は戦後､多数の暴力表現を含む恐怖 ものや

実録犯罪もののコミックが台頭 した(Lopes
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2009;小田切 2007)｡これらは､学力低下や

少年犯罪などの原因として非難 されるよう

になった｡さらには精神科医フレデリック ･

ワ-サ ムが､ その著書 『seductignOfthe

lnnocent』において､スーパーヒーローもの

にはサディズムと同性愛噂好がその根底に

あると主張 して､コミックに対する社会的な

懸念を惹起 した｡その結果､PTAによる出

版禁止運動や焚書までが行われたのである｡

これに対応すべく1954年にアメコミ出版

社は､コミックス倫理規定委員会を設立 し

て､コミックス ･コー ド(ComicsCode)を起

草 した.同コー ドの認可シールは､販売店

に卸 されたほとんどすべてのコミックの表

紙につけられた｡こうした自主規制により､

SFや西部劇 もの､ロマンスや風刺やなど､

多種多様なジャンルを誇っていたアメコミ

はスーパ-ヒ-ローものに収赦することに

なった｡

5.スティグマ管理

アメリカのマンガ出版社は商業出版を始

めた 1980年代から､スティグマ管理に取 り

組んできた｡それらは(a)年齢レーティング

と(b)修正と(C)ジェンダー ･ステレオタイプ

の解消の 3つに分けられる｡(a)と(b)は進

出先市場で共有 されている文化規範に向け

られた対応である｡(C)はコミックにもたれ

たステレオタイプを克服するための対応で

ある｡

5.1年齢レーティング

現在では､北米市場で提供 されているマン

ガには年齢レーティングが施されている｡各

出版社が独自にレーティングの基準を設け

ている｡ これが特に問題になったのは､北

米でのマンガ市場が急成長 した2000年代半

ばである｡上述のフロリダ州オレンジ郡図書

館での問題に見られるように､ティーンエー

ジャー向けのマンガの売 り上げが急拡大す

る中､その過激な性暴力表現については､読

者のみならずそれを買い与える人々､すなわ

ち親や教員､図書館員にとっても問題となっ

てきた｡彼らは業界に対して､増える一方の

馴染みのないマンガ作品を適切に評価でき

るように､詳細に渡る年齢レーティング ･シ

ステムをつ くるよう圧力をかけた｡2007年

に､当時業界 2位であった トウキョウポップ

は､個々のレーティングの正確な定義と具体

例 を提供するために図書館員とグラフィッ

ク ･ノベルの専門家の協力のもと､年齢レー

ティング ･システムを大きく変更 した(Reid

2007)0

現在､ビズメディアは図3にあるような4

種頬のレーティングを設けている｡単行本の

裏側には､これらいずれかのラベルが当該作

品のすべての巻において明記されている｡例

えば同社の 『犬夜叉』(高橋留美子作)の場合

は ｢ティーン ･プラス (TEENPLUS)｣の

ラベルが施 されている｡

マンガ書誌データベース (Thompson2007)

では､各出版社による年齢 レーティングを

｢全年齢対象(AllAges)｣､｢13歳以上(Over

13)｣､｢16歳 以 上(Over16)｣､｢18歳 以 上

(Over18)｣の4つに分けている｡また各作

品に付与 された年齢 レーティングの根拠 も

記 されている｡『犬夜叉』の場合は ｢16歳

以上｣となる｡根拠は､｢若干きつい言葉遣

い(mildlanguage)｣､｢裸体 (nudity)｣､｢暴力

(violence)｣である｡

日本のマンガ出版社はこうした精綾な年

齢レーティング ･システムはない｡北米と同

様の規模の日本産マンガ市場があるフラン

スにおいても年齢レーティングはあるもの

の､北米のように徹底的ではない｡上述のよ

うに北米ではある作品が ｢16歳以上｣であ
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全年齢対象(ALLAGES):読者もしくは消費者の年齢を問わない｡例えば､若干きつい言葉遣い(mild

language)やファンタジー世界での暴力 (fantasyviolence)があるが､悪態や裸体はない.

ティーン対象 (TEEN):10代前半 (earlyteem)以上にふさわしい｡例えば､暴力やたまのきつい

言葉遣い､挑発的なテーマやシチュエーション､露骨なユーモア､アルコールやタバコの使用シー

ンが含まれることがあることがある｡

ティーン･プラス向け (TEENPLUS):10代後半 (Olderteen)や成人にふさわしい｡例えば､強

烈で残虐な暴力､性的な内容､きつい言葉遣いの多用､アルコールやタバコやそれに類する物質の

使用が含まれていることがある｡

成人向け (MATURE):成人のみにふさわしい内容｡過激な暴力､成人向けテーマや描写 (graphic

depictions)が含まれることがある｡

出所 :VizMedia(2012)を引用者が翻訳

図3:ビズメディアの年齢 レーティング

るならば､すべての巻にラベルが付けられ

る｡一方､フランスでは同じ作品でも過激な

表現がある巻のみにラベルが付けられてい

る｡

この事実には2つのインプ リケーション

がある｡ひとつは､性暴力表現に対する北米

市場の道徳規範が世界的にも厳 しいもので

あり､したがって現地のマンガ出版社はこの

規範に対応する必要に迫 られてきたという

ことである｡もうひとつは､後述するように

年齢 レーティングは当該作品の年齢 タ-ゲ

ティングを反映 しているということである｡

図 4は､年齢 レーティング別に見た刊行

作品数の年次推移である｡2000年頃までは

各年齢 レーティングのシェアには大 きな違

いがなかったものの､2003年頃より ｢13歳

以上｣､｢16歳以上｣が支配的になっている｡

図5は年齢レーティングの理由を大きく6

つに分けて､年齢レーティング別に見たもの

である｡暴力表現が ｢13歳以上｣に多いの

に対 して､性的表現が ｢16歳以上｣や ｢18

歳以上｣に多いことが分かる｡

5.2修正

進 出先市場で共有 されてい る文化規範

へ の も うひ とつ の対 応 は､ 内容 の修 正

(censorship)である｡すなわち過激な性暴力

表現 を変更 したり削除 したりするというも

のである｡こうした修正は､時には日本の出

版社からの反発を招いたり､ライセンス自体

の取得を難 しくしたりするものであった｡修

正 を求める現地市場 と作品を尊ぶ本国 との

板挟みになることが､現地マンガ出版社の直

面 した困難であった｡

例 えば､1987年当時､アメコ ミ業界第 3

位企業エクリプス(Eclipse)とマンガの商業

的な共同出版 を北米で初めて始めたビズメ

ディア(松井 2010C)は､4ページに渡るレイ

プ ･シーンが含まれた 『カムイ外伝』(白土

三平作)第 4巻第 1話を削除 して第 2話から

スター トせ ざるを得なかった｡当時､ ビズ

メディアはエクリプスと親会社の小学館の

板挟みであった｡エクリプスの編集長は長

年 フェミニス ト運動に関わってきた女性で

あり､こうした表現にきわめて批判的であっ
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た｡一方､親会社の小学館は､いくら表現が

過激であったとしても､作品の内容を変える

などマンガ家とその作品に対する侮辱でし

かないと考えていた(堀淵 2006,pp.72-74)0

同様の理由から､『舞』 (工藤かずや原作､池

上遼一作画)第 1巻の入浴シーンもまた削除

されている(Thompson2007,pp.477-478)0

こうした修正は､本国の出版社や作者のみ

ならず､現地の消費者から批判を浴びる場

合 もある｡例 えばマ-ベル(Marvel)ととも

に2大アメコミ出版社 として著名なDC コ

ミックス(DCComics)のマンガ出版事業部

門であったCMXコミックスは 『天上天下』

(大著維人作)にあった裸や下着姿を隠すな

ど30以上の変更を加えた(図 6)｡本来､ハ

イティーンや 20代前半の読者をターゲット

としたマンガを､アメリカのマンガ読者層

の中心をなす若いティーン層をターゲッ ト

としたからである｡実際､同作品には､｢若

干きつい言葉遣い｣､｢生々しい暴力(graphic

violence)｣｢セックス(sex)｣が含 まれてお

り､年齢レ-ティングは ｢16歳以上｣である｡

このように年齢レーティングは､作品そのも

のの内容よりも､どの年齢セグメントを出版

日本語版 社が狙っていたのかという意図を

反映 しているのである｡こうした大胆な修正

は､コアなマンガフアンたちの怒 りを買い

不買運動が起こる騒動となった(Ried2005)

7｡5.3ジェンダー ･ステレオタイ

プの解消北米のマンガ出版社が取 り組ん

だ第 3のスティグマ管理は､コミックに抱か

れている先入観を克服するための対応､すな

わちジェンダー ･ステレオタイプの解消であ

る｡上述のようにアメコミ市場の歴史的経緯

から､日本では一般的な少女 もしくは女性

向けのコミック市場は存在 していなかった｡

少女マンガはビズメディアによる ｢フラワー

コミックス｣シリーズなど1990年代に提供

されてきたものの､いずれも失敗に終わって

いる(梶潤 ,2006)｡その状況を一変させた

のが トウキョウポップである(Matsui,2009a,b

;松井 ,2009;堀淵 ,2006)｡同社は､2002

年以降､当時 15ドルだったマンガを9.99ド

ルまで値下げをして､『ラブひな』 (赤松傑作)

や 『ちょびっツ』(CLAMP作)といった人気

少女マンガを提供 して､その結果､2002年から

2003年のわずか 1年でマンガ市場はほぼ倍増 し

英語版図 6:『天上天下』日本語版と英語版



たのである(Griepp,2007)｡

トウキ ョウポップが提供 した少女マンガ

で大 ヒットしたもののひとつが 『セーラー

ムーン』である｡同社の前身であ.るMixx

Entertainmentによるマンガ雑誌 『Mixxzine』

で同作 品 を紹介す る時 には､｢comic｣ と

い う表現は使わずに､｢motion-lesspicture

entertainment｣ という表現を意識的に用い

た｡これは､コミックに対 して与えられた｢男

の子のもの｣というスティグマがこの少女マ

ンガにまで敷術 させ られないようにするた

めに意図的に行ったことである｡このように

同社は､少女マンガは既存のアメコミとは

まったく異なるエンタ-ティメン トである

という売り込み方をした｡

さらに重要なのは､ トウキ ョウポップが

マンガの流通経路をコミックショップから､

バーンズ&ノ-ブルやボーダーズなど全国

チェーンの一般書店に広げたことである｡コ

ミックショップは､コミック読者が集まる専

門的な書店であるため､一般書店に比べてマ

ニア色が強く顧客の多くが男性客である｡し

かしバーンズ ･アンド･ノーブル(Barnes&

Noble)やボーダーズ(Borders)といった全国

チェーンの書店は､老若男女問わず誰もが出

入りするオープンな小売空間である8｡この

流通経路の変化は､流通量の拡大はもちろん

のこと､ニッチなエンタ-ティメントという

コミックについてのステレオタイプからマ

ンガを解放する上で大きな役割を果たした

のである｡

マンガ書誌データベース(Thompson2007)

には､｢少年マンガ(Shonen)｣､｢少女マンガ

(shojo)｣､｢青年マンガ(Seinen)｣｢女性マン

ガ(Josei)｣ という読者層 を示すジャンル ･

コー ドがある｡それぞれ､254作品､211作

品､127作品､18作品刊行 されている｡ ト

ウキ ョウポップによる少女マンガ市場開拓

という事実を裏付けるように､｢少年マンガ｣

と ｢少女マンガ｣のコー ドが振られた作品数

の推移 を見ると､2003年から2004年にか

けて ｢少女マンガ｣が ｢少年マンガ｣を上回

るようになっている(図 7)｡分析期間全年を

通 じて少年マンガに多く見 られるジャンル

は､｢アクシ ョン(Action)｣ (73回)､｢ファ

ンタジー(Fantasy)｣(70回)､｢SF(Science

Fiction)｣(66回)､｢コメディ(Comedy)｣(59

回)､｢ロマンティック ･コメディ(Romantic

Comedy)｣(42回)である｡同様に少女マン

ガに多 く見 られるジャンルは､｢ファンタ

ジー｣(71回)､｢ロマンス(Romance)｣(55回)､

｢ドラマ(Drama)｣(51回)､｢ロマンティック･

コメディ｣ (41回)､｢コメデ ィ｣(29回)で

ある｡このように少年マンガと少女マンガで

はその内容が大きく異なる｡したがってジャ

ンルの多様化はこうした少女マンガ市場の

成立によってもたらされたものである｡

さらに大 ヒッ ト作はないものの大人の女

性向けのマ ンガも刊行 されている｡ それ

は､女性読者 を対象 とした男性同性愛者

の関係 を描 く ｢やおいマンガ｣の台頭であ

る｡マンガ書誌データベースのデータ源で

あ るThompson(2007)で は､｢一般 マ ンガ

(General)｣､｢やおいマンガ(Yaoi)｣､｢成人

向けマンガ(Adult)｣の 3つのセクションに

分けられている｡これによると､一般マンガ

は913作品(86%)､やおいマンガは69作品

(7%)､成人向けマンガは76作品(7%)､出

版 されている03つのカテゴリーの年次推移

を見ると､2004年以降､やおいマンガの刊

行数が増えてくる｡つまり2002年以降の少

女マンガ市場の成立以降の現象である｡作品

数で見た場合､全体の 1割にも満たない小さ

なカテゴリーではあるものの､近年､成長し

つつある市場である｡

以上が､北米のマンガ出版社が取り組んで
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+少年マンガ(shonen) ロ少女マンガ(sh

ojo)出所 :Thompson (20

07)より筆者が作成図7:少年マンガ

と少女マンガの刊行数の年次推移きた3つのスティ

グマ管理である｡これ らのうち(a)年齢レ

ーティングと(b)修正は､北米における道徳規

範に適応する側面が強い｡これに対 して､

(C)ジェンダー ･ステレオタイプの解消に

ついては､市場のニーズを創造するという側

面が強い90顧客のニーズに適応するばか

りではなく､顧客のニーズを創造することもまた

マーケテイングの重要な役割である(石井 2

012)｡これは､文化製品のグローバル ･

マーケテイングにおいても言えることである

｡それまでにない文化製品を海外市場にお

いて普及させるためには､適応という受動的な対応 と創造 という能動的な対

応の双方が必

要となることを､この事例は示唆していると思われる

｡6.おわりに鈴木(2006)に

よれば､｢性と暴力をめぐる問題が持ち上

がる頻度､それらに対する国民の関心の高さ

､その際の論争や街頭活動の激しさのどれをとっても､アメリカは他国に比 ベて際だった存

在と言わざるを得ない｣のであり､｢こう

した､いわば 『性 と暴力の特異国』としてのイメー

ジは､アメリカを語る上で避けて通れない

ものである｣という(p.2)0これは北米

の日本産マンガ市場についても当てはまる指

摘である｡性暴力表現についてのタテマ工が

非常に強固であるがゆえに､マンガのような文化製

品を導入するためには､様々な障壁 を乗 り越

える必要があったのである｡本論文では

､文化製品､とりわけ大衆的な文化製品の輸

出には､通常の製品にはない難しさがあるこ

とを明らかにしてきた｡具体的には､進出先

市場で共有 されている文化規範と､輸出さ

れる文化製品に対応する進出先の文化製品に

関するステレオタイプという2つの障壁で

ある｡大衆文化製品に与えられたスティグ

マがゆえに生まれたこうした文化障壁 を克服

するためのマーケテイング努力を､本論文ではゴフマンのスティグマ



本論文の貢献は4つあると思われる｡第

1に､本論文は北米のマ ンガ市場に関す る

はじめての学術的な研究である｡北米市場

は､世界最大のコンテンツ市場である(海部

2010)｡その巨大 さかつその特異性から､大

衆文化製品のグローバル ･マーケテイング

が直面する文化障壁に関わる問題を考 える

上で様々な示唆が得 られる分析対象である

と言 える(Crane,Kawashima,andKawasaki

2002;Griswold1992,2004;LashandLury

2007)｡性暴力表現に対する強い関心､また

世界最大のエンターテイメン ト市場 として､

それぞれのエ ンターテイメン トに対 して強

いステレオタイプを共有 していることなど､

その特異性があるがゆえに､大衆文化製品の

国際展開という点で学ぶべきレッスンが多

くあると思われる｡

第 2に､方法論上の工夫である｡本論文

では､Thompson(2007)を活用 して筆者独自

のマンガ書誌データベースを構築 して事例

分析に活用 している｡文化製品の多くの市場

については定量的なデータは十分には存在

しない｡既存のデータ(availabledata)を独

自に加工 して定量的なデータベースを構築

するという努力は､文化製品のマーケテイン

グ研究にとってひ とつの方向性 を示 してい

ると考えられる｡

第 3に､スティグマを被 る危険性があっ

た文化製品を事例 として選択 している｡この

事例分析 を通 じて文化製品がスティグマ化

をいかに して避けることができるのかとい

う問題に対 して新たな視座 を提供す ること

が期待 される｡文化製品のスティグマに関す

る研究は､上述のように他分野では行われて

きたが､マーケテイングや消費者行動研究の

分野では､若干の例外 (e.g.,Kozinets2001)

を除いて十分な検討がなされていないのが

現状である｡

第 4に､企業のマーケテイングのみなら

ず国による文化政策や輸出振興に関する実

務的インプリケーションが兄いだせ ること

である｡本論文の事例分析から示唆されるの

は､安易な ｢クール ･ジャパ ン｣政策は逆

効果になる危険性がある､ ということであ

る(松井 2010b)｡例えば ｢カワイイ大使｣を

使った文化外交 (松井 2010b)には外国人か

ら女性蔑視であるとして眉 をひそめるよう

な意見も聞かれる｡いわゆる｢ソフ トパワー｣

の追求が逆にモラルを疑われる否定的なイ

メージ形成につながる可能性があり､この点

により意識的になるべきだろう｡

一方で､本論文には限界 もある｡第 1に､

紙幅の制約から業界関係者のインタビュー

内容を十分に分析 しきれていない｡当事者た

ちの視座か ら見たマンガ出版の難 しさをよ

り明確 に描 き出す必要がある｡第 2に､マ

ンガ書誌データベースのより高度な分析で

ある｡例えば､ジャンルや年齢レーティング

やその理由などの変数を用いて､各出版社の

ポジシ ョニ ングの推移 を分析することが考

えられる｡こうした課題は稿を改めて論 じた

い｡

(謝辞)

本論文は､筆者がプリンストン大学社会学部に

おいて在外研究を行った際に進められたプロジェ

クトの成果である.安倍フェローシップ､社会経

済生産性本部､如水会のご支援を得て行われた調

査に基づいている｡充実したご支援に心より御礼

を申し上げたい｡

ポール ･ディマジオ教授(プリンストン大学)に

は､事例の選択や文化社会学の理論的内容に至る

まで常に親切にアドバイスを頂いた｡また英会話

パートナーの故リチャード･コーン氏は､社会学

の博士号取得者として､かつマーケテイング ･リ

サーチ会社の経営者として､専門的なアドバイス
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を頂いた｡また北米マンガ業界の多くの方々には

調査にご協力いただいた｡とりわけ成田兵衛氏 (ど

ズメディアヨ-ロッパ社長)には多大なご支援を

頂いた｡ポップカルチャーの研究者である三原龍

太郎氏 (経済産業省)との議論は本論文の作成にお

いて大いに参考になった｡特集号エディターの三

浦俊彦先生 (中央大学)には､商業学会での発表か

ら論文作成に至るまで懇切丁寧なコメン トを頂い

た｡これらのすべての方々に心より御礼を申し上

げたい｡

(注)

1 このデータは､書籍 として出版 されているも

のである｡筆者の在外研究で滞在 した大学で

日本語を学ぶ リサーチ ･アシスタン ト2名に

より電子化 された｡またデータのクリーニン

グにおいては､インタビュー(2008年 3月 21

EI)やその後の電子メールを通 じた詳細なやり

とりを通 じて､ジェイソン ･トンプソン氏 と

議論を重ねた｡その結果､最初 119あったジャ

ンル .コー ドは､誤植の修正や類似コー ドの

統合を通 じて 91まで整理された｡

2 訪問した大規模コンベンションは､NewYork

AnimeFestival(2007年 12月 ,2008年 9月)､

NewYorkComicCon(2008年 4月､2009年 2

月)､AnimeExpo(ロサンゼルス､2008年 7月)､

Otakon(ボルチモア､2008年 8月)である｡ま

たニュージャージー州で行われた小規模なコ

ンベンションAnimeNEXT(シコーカス､2008

年 6月)とMangaNEXT(サマセット､2008年

10月)も訪問した｡

3 しか し日本に比べてマンガ出版の出版業界全

体における位置づけは非常に小 さいことには

気をつけるべきだろう｡ 日本の出版市場の約

2割をマンガが占めるのに対 して､米国では

わずか 2- 3%しかない(『AERA』2009)｡ま

た トウキョウポップは 2011年にマンガ出版事

業から撤退 している｡

4 社会心理学におけるスティグマ研究について

の包括的なレビューは Crockeretal(1998)が

行っている｡

5 ｢オタク｣もしくは ｢おたく｣という言葉の歴

史的経緯については､例 えば中森 (1989)や大

塚 (2004)を参照されたい｡

6 ライフア氏か らの電子 メール(2009年 8月 5

日)0

7 DC コ ミックスは､2005年に始めた CMXコ

ミックスを､そのわずか 5年後の 2010年に

終了 し､マンガ出版か ら撤退 している(Reid

2010)0

8 ボ-ダーズは経営破綻 し､2011年 2月に連邦

破産法 11条 (チャプター 11)の適用を申請 し

た｡

9 この部分は､本特集号エディターの三浦俊彦

中央大学教授のコメン トを参考にしたもので

ある｡
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